
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
た

日
常
で
も
、
感
染
の
恐
れ
は
あ
り

ま
す
。悪
い
の
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
た
人
や
施
設

を
誹
謗
中
傷
し
た
り
、
差
別
す
る

こ
と
は
絶
対
に
避
け
た
い
も
の

で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
と
い

わ
れ
る
心
身
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
、
適
度
な
運
動
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で

す
。
そ
し
て
、
三
密
を
避
け
、
コ

ロ
ナ
に
「
う
つ
ら
な
い
よ
う
」「
う

つ
さ
な
い
よ
う
」
十
分
に
お
互
い

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
一
年

の
会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と

し
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
も

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
懸
念
し
、
二
〇
二
〇

年
の
定
期
総
会
や
各
種
会
議
、Ｏ

Ｂ
親
睦
旅
行
や
文
化
講
演
会
等
全

て
の
行
事
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
会
員
も
お
い
出
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
二
〇
二
一
年
は
各
行
事

を
復
活
と
行
き
た
い
の
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
の
見
通
し
が
全
く
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
予
測
は
立
ち
ま
せ
ん
。
政

府
の
専
門
家
会
議
が
提
案
す
る

り
、
医
療
崩
壊
の
危
機
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
使
い
方
で
、
政
府
の
対

応
が
後
手
後
手
に
回
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
政
府
が
先
頭
に

立
っ
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
今
年
は
五
輪
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
世
界
中
の
ア
ス

リ
ー
ト
が
日
本
に
集
結
し
、
技
を

競
う
大
会
で
す
。
一
日
も
早
い
治

療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
待
た

た
っ
た
今
で
も
終
息
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
東

京
や
大
阪
の
大
都
市
を
中
心
に
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

政
府
は
昨
年
四
月
に
緊
急
事
態

宣
言
を
発
出
し
、
学
校
の
休
校
や

経
済
活
動
の
自
粛
を
要
請
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
や
社

会
活
動
に
多
く
の
悪
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
現
場

で
は
感
染
症
患
者
の
急
増
に
よ

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。昨
年
は
年
明
け
早
々
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
流
行
し
、
一
年
近
く

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
と
な
り

ま
す
。
本
当
に
出
来
る
の
か
、
海

外
か
ら
多
く
の
人
が
日
本
に
来
る

の
か
と
思
う
と
、大
変
心
配
で
す
。

　

ま
た
、
第
四
十
九
回
衆
議
院
議

員
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
武

内
則
男
さ
ん
、
広
田
一
さ
ん
の
再

選
に
向
け
て
、
退
職
者
の
会
会
員

の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
ど
う
か

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
企
画
・
共
通
系
の

Ｏ
Ｈ
部
門
で
は
、
会
社
か
ら
は
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
率
七
十
％
以
上
を

求
め
ら
れ
、
職
場
に
人
が
ほ
ぼ
い

な
い
状
況
で
す
。
ま
わ
り
の
部
門

は
や
り
に
く
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
る

方
も
や
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
法
制
化
に
よ
り
、
服
務
制

度
の
充
実
や
見
直
し
、
各
種
手
当

の
廃
止
・
創
設
、
見
直
し
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
エ
リ

ア
社
員
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」
が
創
設
さ
れ
、
多

く
の
無
期
・
有
期
契
約
社
員
が
エ

リ
ア
社
員
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
各

社
で
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
二
〇
二一
年
は
、
コ
ロ
ナ
で

延
期
と
な
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

抜
き
」
問
題
、菅
首
相
に
よ
る
「
日

本
学
術
会
議
問
題
」
と
疑
惑
だ
ら

け
で
す
。「
サ
ク
ラ
」
に
つ
い
て

十
一
月
か
ら
や
っ
と
動
き
が
出
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
、
ぜ
ひ
突
破
口

と
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
私
た
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働
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方
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大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
一
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年
の

十
二
月
か
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フ
レ
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タ
イ
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制
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が
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（
一
部
職
場
を

の
ぞ
く
）、
始
終
業
時
刻
と
労
働

時
間
を
自
分
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決
め
て
働
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
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を
き
っ
か

け
に
従
来
の
在
宅
勤
務
を
改
正
し
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小
中
高
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に
臨
時
休
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請
を

行
い
学
校
関
係
者
等
に
多
大
な
混

乱
を
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
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民
へ
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「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
配

布
や
、
コ
ロ
ナ
収
束
の
兆
し
も
無

い
時
期
で
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
開
始
な
ど
、
批
判
を
受
け
続

け
ま
し
た
。
病
気
を
理
由
に
総
理

退
陣
と
な
り
ま
し
た
が
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後
に

座
っ
た
菅
総
理
も
、
安
倍
政
治
を

引
き
継
ぐ
と
宣
言
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
安
倍
前
首
相
の
「
モ

リ・カ
ケ・サ
ク
ラ
」
疑
惑
、ま
た
、

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
「
中

　

退
職
者
の
会
会
員
の
皆
様
、
新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、「
コ
ロ
ナ
」
に
尽
き
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
倍
前
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相
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突
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べ
て

ご
健
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と
ご
多
幸
を

　
　
　
　
心
よ
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祈
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　新型コロナウィルス感染症対策のため書面開催となった
第二十二回総会は、総会議案等に対する議決事項について
承認・賛成をえて無事終了しました。皆様のご理解、
ご協力に感謝申し上げます。

し
て
集
計
し
た
結
果
、
各
単
会
・

地
協
代
議
員
の
賛
同
を
得
て
議
決

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
多
く

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
今
後
の
高

退
連
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
高
退
連
会
長　

國
弘
〉

　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
日（
火
）

に
予
定
し
て
い
た
、
高
退
連
第
二

十
八
回
定
期
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え

な
い
中
、
従
来
の
集
合
方
式
で
は

な
く
代
議
員
の
書
面
決
議
の
方
法

を
取
り
実
施
し
た
。

　

十
一
月
二
日（
月
）締
め
切
り
と

第22回定期総会書面決議　結果報告

組　　織　　名 役員数 代議員数 返信数
賛否

承認 否認
高知県職員退職者会 3 22 14 14 0

NTT労組退職者の会高知県支部協議会 2 12 12 12 0

高知市職員退職者会 1 9 9 9 0

高知県教職員友の会 3 5 5 5 0

JP労組高知連協退職者の会 1 5 5 5 0

四国地方林野関連退職者の会 1 3 3 3 0

全日本自治体退職者会連合会 1 6 6 6 0

農林水産省高知県退職者の会 1 1 1 1 0

鉄道退職者の会高知県地区協議会 1 1 1 1 0

私鉄高知県退職者友の会 1 1 1 1 0

高知退職者ユニオン 2 1 1 1 0

幡多地域協議会 ― 2 2 2 0

高岡地域協議会 ― 2 2 2 0

香土長地域協議会 ― 2 2 2 0

安芸地域協議会 ― 2 2 2 0

合　　計 17 74 66 66 0

2020年 10月現在会員数 1,238 回答率（％） 36.753

賛成 反対
他
の
そ

）
し
な
入
記
（

計

第一号
議　案

2019年年度活動報告
ならびに2020年活動方針 454 0 1 455

第二号
議　案

2019年度一般会計決算報告
ならびに
2020年度一般会計予算

454 0 1 455

2019年度福祉会計決算報告
ならびに
2020年度福祉会計予算

454 0 1 455

2019年度慶弔会計決算報告
ならびに
2020年度慶弔会計予算

454 0 1 455

2019年度（一般・福祉・慶弔）
会計監査報告 453 0 2 455

その他
議　案

派遣役員⇒執行部一任 448 0 7 455

役員の一部交代⇒執行部一任 450 0 5 455

内　　　　　容議　案
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“ 安心・信頼、生きがいあふれる21世紀の実現を目指し、共に頑張りましょう ”
ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同
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あけましておめでとうございます

の
車
椅
子
清
掃
や
、
会
員
が
お
世

話
す
る
野
市
ア
ジ
サ
イ
街
道
の
剪

定
作
業
な
ら
び
に
行
政
が
実
施
す

る
清
掃
活
動
等
に
永
き
に
渡
っ
て

積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
貢
献

を
し
て
い
る
こ
と
へ
の
称
賛
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

授
賞
式
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
國
弘
会

長
・
足
達
事
務
局
長
及
び
電
友
会

幹
部
が
招
待
さ
れ
授
賞
式
に
臨
み

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
地
域
貢

献
活
動
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
こ
と
で
し
た
。　
〈
國
弘　

昭
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
が
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二

十
七
日
（
金
）
電
友
会
本
部
よ
り

「
第
三
十
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
日
頃
の
介
護
施
設

木
の
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」
で
作
業

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
高
齢
者
も

多
い
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
感
じ
な

が
ら
も
、『
き
れ
い
な
車
椅
子
で
、

入
所
者
の
皆
様
が
明
る
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
』
と
、
心
を

込
め
て
、
清
掃
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
寒
い
中
「
ア
ザ
ミ

の
里
」に
二
十
人
、「
安
ら
ぎ
の
家
」

に
は
十
八
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
。　
　
　

 〈
國
弘　

昭
〉

う
。
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
高
知
県
も

例
外
で
な
い
。
こ
ん
な
状
況
で
、

例
年
ど
お
り
で
き
る
の
か
と
心
配

し
て
い
た
。

　

し
か
し
施
設
側
か
ら
、「
感
染

防
止
対
策
を
十
分
に
取
り
、
施
設

外
で
あ
れ
ば
支
障
が
な
い
の
で
、

ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。」
と
要
望

が
あ
り
、
十
二
月
三
日（
木
）高
知

市
薊
野
の
「
ア
ザ
ミ
の
里
」、
十

二
月
七
日（
月
）に
は
、
高
知
市
針

　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

で
の
車
椅
子

清
掃
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
年
末

の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ

が
今
年
は
、

ち
ょ
っ
と
違

コ
ロ
ナ

渦
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ロ
ナ

渦
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
賞
活
動
賞

Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に

Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会

異
例
の
第
二
十
二
回
総
会 

終
わ
る

異
例
の
第
二
十
二
回
総
会 

終
わ
る

異
例
の
第
二
十
二
回
総
会 

終
わ
る

異
例
の
第
二
十
二
回
総
会 

終
わ
る

高
退
連  

第
二
十
八
回

高
退
連  

第
二
十
八
回

書
面
決
議
結
果
に
つ
い
て

定
期
総
会

定
期
総
会
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◆指先に力が入らないので書きづらい。
（氏名無し）

◆皆様お世話になっております。総会に
はいつも出席できなくて申し訳ありませ
ん。これからもよろしくお願いいたします。

（氏名無し）
◆役員の方々にはご苦労をおかけいたしま
す。お役に立つこともなく申し訳ありませ
ん。どうかおからだ大切に。（氏名無し）

◆会社とは完全に切れた（そう感じているだけ…）
が、組合が何時もついてくれている実感があり
ます。これから先、自分や家族がお世話になり
ますがよろしくお願いいたします。

（香南市：苅谷　勲）
◆いつも情報をありがとうございます。地域活動
や NPO 活動をされている方のお話を聴く機会
と場を。（高知市：兼松憲一）

◆皆さんにお世話になりありがとうございます。
（高知市：筧　静夫）

◆いつもお世話になっております。今後ともよろ
しくお願いいたします。（香美市：上村順子）

◆病気をした。それまで保険・看護のことなど関
心がなかった。今身近に感じる、それで保険の
関係などよく見るようになった。よろしくお願
いします。（佐川町：片岡美恵）

◆いろいろの活動に心強く思います。つながりを
大事にしてくれていると思います。いろいろの
活動を心強く感じます。“支えていただいている”
と感謝しています。（高知市：久保田光則）

◆職場の人達との交流もなくなり、たまに買い物
先で見かけ声をかける程度です。物故者の方々
のお名前を見て驚くばかりです。明日がわから
ない今を大切に過ごしたい。退職者の会活動に
感謝します。（安芸市：公文武子）

◆大変お世話様になっております。物故者の中に
思い掛けない後輩や先輩のお名前を見て驚きま
した。一緒に勤務していた時に随分お世話になっ
た方ばかりで寂しい思いで一杯です。お悔やみ
申し上げます。これからも宜しくお願いいたし
ます。（安芸市：公文冨喜子）

◆運営スタッフの皆様に感謝しております、ご苦労
様です。（香美市：小松　稔）

◆いつもお世話になっております。今後ともよろ
しくお願いします。（高知市：河野正代）

◆いつも色々お世話になりありがとうございます。
感謝いたしております。（高知市：田村信子）

◆頑張ってください。（高知市：田岡敏範）
◆つながりです。関係者の皆様に感謝します。

（長野県：田岡隆範）
◆お世話してくださっている方々、皆様にお礼を
申し上げます。（香南市：竹村公子）

◆いつもご苦労様です。皆様のご苦労により会員
の皆様の活躍がわかって大変元気が出ます。総
選挙等各種選挙を頑張りましょう。70歳から80
歳以上の各種事業がもっと欲しいですね。

（佐川町：田村輝雄）
◆いつも感謝しています。（南国市：武田尚子）
◆退職者の会機関紙、毎回たのしみに拝見してお
ります。（須崎市：谷　保三）

◆いつもご苦労様です。（高知市：筒井国弘）
◆お世話様です。（香南市：寺川浩江）
◆いつもお世話になります。皆様ご健康に気を付
けられて、これからも宜しくお願いします。

（宿毛市：寺田三和子）
◆いつも有難うございます。（大豊町：豊永敬子）
◆気にかけてくださりありがたいと思っています。
特にありません。（高知市：中山美恵子）

◆県支部協の方々にはいつも
お世話様になりまして感謝いたしており

ます。ご苦労様です。今後ともよろしくお願い
いたします。息子が千葉県にいますのでいずれ、
そちらに行くことになると思います。

（高知市：西村　幸）
◆お世話になります。（高知市：西村公志）
◆お世話になるばかりで、すみません。

（高知市：野村ヒデ子）
◆お世話になっています。（香美市：野々下孝俊）
◆高知を離れて13年高松で勤務して、その後退職
し土佐市に在住。そのため、しばらく高知の皆
さんとは会ってないので退職者の会の行事に参加
し懇親を図りたい。（土佐市：野本泰司）

◆いつもお世話になっています。ありがとうござ
います。（高知市：浜口千里）

◆頑張ってください。（高知市：橋本誠郎）
◆いろいろと情報が入っていて楽しんで読んでい
ます。ありがとうございます。

（須崎市：橋田佐世子）
◆何となく役員の人数が多いのでは…と思ったり…。

（南国市：浜野昌子）
◆感謝してます。（高知市：藤川喜美子）
◆よろしくお願いいたします。（高知市：福原　亨）
◆いつもお世話になります。特にはありません。

（いの町：福井三男）
◆お世話になっております。「通信」いつも懐かしく
読ませてもらっています。（香川県：斎藤益代）

◆地方会員の活動活性化。（香美市：三宮正博）
◆以前聴きたい用件があり（821-3800）に電話
したら、調べて迅速に対応して下さいました、
ありがたかったです。これからも宜しくお願い
いたします。（土佐市：塩井文子）

◆何時も役員の方にお世話になっています。今後
ともよろしく。（高知市：白川泰弘）

◆いつもお世話様です、皆様ご自愛ください。
（本山町：杉本永恵）

◆別になし、ご苦労様です、ありがとうございます。
（香南市：住江逸勝）

◆お世話様です。（高知市：宮下福井）
◆益々の発展を希望！（佐川町：真辺昭彦）
◆新聞やめてほしい。（安芸市：町田卓女）
◆今後も退職者の心のよりどころとしての支部協
であってほしい。（土佐清水市：松本増男）

◆外で飲まないので酔いやすくなった、何とかし
て！（高知市：三本健助）

◆組織（退職者の会）もだんだん老化する。一日
でも長続きする魅力あるものにするよう全力で
考え取り組んでください。（宿毛市：森　景信）

◆時期によっては選挙がほとんどですが、もっと
ユニークなことを知りたい。例えば職場以外で
も19年度物故者と書かれていますが死亡年月日
ですので死亡者ではどうでしょうか、又最近の
職場と出身地くらいは欲しいです。愚言を言っ
てすみません。（宿毛市：森下定昭）

◆いつもお世話様でございます。
（高知市：森田幾恵）

◆役員の皆様ご苦労様です。（土佐市：森田　豊）

◆いつもお世話様です。
（須崎市：山崎正廣）

◆いつもお世話様です。
（土佐市：山脇　妙）

◆お世話になっています。
（高知市：山田美恵）

◆よくやってもらっています。今後もお世話
になります。（香南市：山岡和三）

◆ご親切な取り組みに感謝しております。物故者
の名簿助かります。（須崎市：山﨑美智子）

◆運営していただいている人たちに感謝しています。
（高知市：矢野　明）

◆体調が悪く、具体的協力ができなく申し訳あり
ません。会長さんには長い間お世話をかけなが
らお礼を言えなくて申し訳ありません。

（高知市：矢野恵子）
◆退職者の会ご苦労様です。（高知市：山下博之）
◆いつもお世話ご苦労様です。一年に一回はお目
にかかれると思っていましたがコロナ禍が邪魔
をして皆様とお会いできないこと残念です。役
員の皆様元気に頑張ってください。

（高知市：山﨑禎子）
◆特別ありませんが今後ともよろしくお願いいた
します。（宿毛市：山下浩子）

◆コロナ禍中ですが頑張りましょう。
（須崎市：吉村二郎）

◆特になし。今の内容で十分（機関紙）、要望はす
ぐには思いつかない。（高知市：吉田冨三郎）

◆現在のままで良いです。（日高村：横山　和）
◆退職後いつも情報をいただき感謝しております。

（高知市：和田由美）
◆西南地区（中村）でも忘年会などを実施して貰え
ればと思う。高齢者でもできるグランドゴルフ
なども中村で実施できればと思う。

（土佐清水市：吉村克幸）
◆役員の皆様いつもご苦労様です。

（四万十市：小原教介）
◆お世話になっております。コロナに負けず抗わ
ず頑張ってください。（いの町：井上淳介）

◆別になし。皆様ご苦労様でございます。頑張っ
てください。（高知市：伊藤隆偉）

◆役員の皆様お世話になります。よろしくお願い
します。（須崎市：市川秀幸）

◆活発な活動に期待します。（香南市：伊藤昭夫）
◆いつもお世話様で有り難いことです。

（香美市：一圓君恵）
◆そろそろ退会を考えています。

（高知市：植田和子）
◆いつもありがとうございます。

（土佐市：植　悦子）
◆今後も続けてください。（高知市：江﨑哲夫）
◆書類を送付するときは、もう少し細部を点検し
て送付したらどうか。（高知市：遠藤博文）

◆お世話になっております。今後ともよろしくお
願いいたします。（津野町：大崎速雄）

◆夫婦が会員なので、宛名連名で通信等が送付さ
れてくるが「総会議決書回答ハガキ」や「アンケー
ト用紙」が一部しか入っていない。

（宿毛市：越智俊雄）
◆特にありません。何かとお世話になっています。

（高知市：沖本美智江）
◆高齢になり何もできませんが昔を忘れないよう
に、皆様にお世話をかけますがよろしくお願い
いたします。頭の体操も楽しみにしています。

（須崎市：小野富美代）

ちっくと言わせてちっくと言わせて
（大会アンケート用紙から）（大会アンケート用紙から）

退職者の会高知支部協に対する意見・ご要望からの抜粋です。
会員の皆様アンケートにご協力ありがとうございました。

今後の活動に生かしたいと思います。
なお緊急連絡先等現在整理中です。

退職者の会高知支部協に対する意見・ご要望からの抜粋です。
会員の皆様アンケートにご協力ありがとうございました。

今後の活動に生かしたいと思います。
なお緊急連絡先等現在整理中です。
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元
気
よ
く

　

笑
っ
て
暮
ら
そ
う　

こ
だ
わ
り

を
捨
て
て
（
こ
れ
が
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
前

の
心
境
で
す
）

　

春
来
れ
ば

　
　

降
り
積
む
雪
も

　
　
　

溶
け
ぬ
べ
し

　
　
　
　

し
ば
し
時
ま
て

　
　
　
　
　

山
の
鶯

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
最
近
便
秘
で

便
秘
薬
に
こ
だ
わ
り
色
々
の
薬
を

求
め
て
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

せ
ん
ち
（
便
所
）
県

　

跨
り
郡　

座
り
町　

字
肛
門

　

い
き
ず
ん
で
も
出
ん
の
助
様
へ

　

時
々
下
る
ピ
チ
コ　

よ
り　

と

　

す
る
と
次
の
返
事
が
き
ま
し
た
。

　

芋
食
わ
ば　

お
な
ら
が
出
る
出

る　

プ
ー
隆
寺　
（
そ
れ
か
ら
お

芋
様
を
頂
い
て
い
ま
す
、
便
秘
は

継
続
中
）

　

今
日
も　

明
る
く　

楽
し
く　

罪
だ
』
と
、の
た
ま
っ
た
そ
う
な
」

（
佐
藤
優
「
こ
の
不
寛
容
の
時
代

に
」
よ
り
）。

　

思
わ
ず
ニ
ン
マ
リ
し
た
が
、
笑

い
話
で
済
ま
さ
れ
な
い
「
怖
さ
」

が
こ
こ
に
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
「
独
裁
」
を

強
化
し
民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
し
て

い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
姿
が
目
立

ち
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ト

ラ
ン
プ
。
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
バ
バ

は
も
う
す
ぐ
抜
け
そ
う
だ
が
、
そ

れ
で
も
人
々
を
分
断
し
、
フ
ェ
イ

ク
を
垂
れ
流
し
恬
と
し
て
恥
じ
な

い
男
に
、
歓
声
を
上
げ
る
民
衆
の

「
熱
狂
」
に
恐
怖
を
覚
え
る
。
新

自
由
主
義
に
よ
る「
格
差
と
貧
困
」

の
拡
大
が
レ
イ
シ
ズ
ム
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
温
床
と

な
っ
て
お
り
、
人
が
も
つ
「
悪
」

に
点
火
し
た
の
だ
と
想
定
し
て
大

き
な
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
大
火

に
な
ら
な
い
う
ち
に
消
火
し
な
い

と
、
い
つ
か
来
た
途
へ
と
歩
み
か

ね
な
い
。
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
は

「
連
帯
」
と
「
信
頼
」
に
あ
る
。

　

さ
て
、
ダ
ラ
ダ
ラ
述
べ
た
が
、

司
馬
遼
太
郎
風
の
「
余
談
」
を
真

似
て
締
め
に
入
ろ
う
。

　
「…

例
え
ば
、
知
ら
な
い
人
の

手
を
い
き
な
り
握
る
と
、
特
別
な

意
味
を
持
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
を
証

明
す
る
の
に
、
あ
る
時
、
居
酒
屋

で
隣
の
知
ら
な
い
お
っ
さ
ん
の
手

を
握
っ
て
み
た
ん
で
す
。
そ
う
し

た
ら
、
ぱ
っ
と
逃
げ
ち
ゃ
い
ま
し

て
ね
」。
も
う
一
つ
「
心
臓
蘇
生

の
た
め
、
胸
に
大
き
な
注
射
を
打

つ
こ
と
が
あ
る
そ
う
な
、
そ
れ
を

見
た
家
族
が
『
先
生
、
あ
れ
は
と

　

年
明
け
早
々
無
作
法
だ
が
「
コ

ロ
ナ
」
か
ら
入
る
。
退
職
者
の
会

と
い
う
か
ら
に
は
当
然
高
齢
で
持

病
持
ち
も
多
い…

こ
の
二
つ
が

「
重
症
化
」
を
呼
ぶ
。
だ
か
ら
、

私
ど
も
に
は
何
と
も
厄
介
極
ま
り

な
い
「
病
」
だ
。防
ぐ
手
立
て
は

「
マ
ス
ク
」「
手
洗
い
」「
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
云
々
（
ど
っ

か
の
前
首
相
み
た
い
に
デ
ン
デ
ン

と
読
ま
な
い
で
ね
）。
年
寄
り
が

集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、

時
に
は
萎
び
た
手
を
握
り
合
う
の

も
ご
愛
嬌…

健
康
維
持
に
効
果
て

き
め
ん
の
こ
の
「
薬
」
を
止
め
ら

れ
る
と
は
、
真
に
意
地
悪
で
厭
ら

し
い
。
家
で
一
人
呑
み
し
て
も
、

さ
っ
ぱ
り
嬉
し
く
な
い
の
は
私
一

人
で
は
あ
る
ま
い
。「
何
と
か
し

て
く
れ
」
と
叫
ん
で
も
ど
う
な
る

も
の
で
も
無
し
、
我
慢
の
日
々
が

続
く
。

　

ま
ぁ
〜
愚
痴
ば
か
り
で
も
何
な

の
で
本
を
ぺ
ラ
ペ
ラ
し
て
い
る
と

面
白
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
。「
ロ

シ
ア
大
統
領
府
の
前
で
『
〇
〇
大

統
領
は
大
馬
鹿
野
郎
だ
』
と
叫
ん

だ
酔
漢
が
警
察
に
捕
ま
っ
た
。
罪

状
を
糺
し
た
ら
『
国
家
機
密
漏
洩

是
空　

空
即
是
色
」
と
同
じ
意
味

の
言
葉
が
二
度
唱
え
れ
て
い
る
。

色
即
ち
空
で
あ
り
、
空
即
ち
色
で

あ
る
と
。
難
し
い
が
私
は
次
の
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　

自
身
の
心
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て

な
さ
い
（
空
に
し
な
さ
い
）
そ
の

よ
う
に
思
考
す
る
と
心
に
悟
り
が

開
か
れ
る
と
（
空
か
ら
悟
り
を
得

る
）
つ
ま
り
涅
槃
の
岸
（
あ
の
世

で
は
な
い
悟
り
を
開
い
た
自
分
の

こ
と
）
に
辿
り
着
け
る
と
。

　

こ
の
悟
り
は
一
切
の
苦
を
除
い

て
く
れ
る
と
経
文
の
最
後
の
マ
ン

ト
ラ
と
し
て
結
ん
で
い
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
私
に
も
こ
だ

ど
め
で
す
か
』（
養
老
孟
司
）。

　

イ
ヨ
〜
オ
〜　

パ
チ
ン
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
、

人
の
悪
口
や
、
中
傷
・
誹
謗
の
た

ぐ
い
で
あ
る
。
褒
め
る
こ
と
が
少

な
く
、
何
か
殺
伐
と
し
た
社
会
に

思
え
る
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に

つ
け
根
源
は
こ
だ
わ
り
か
ら
で
あ

る
。

　

禅
宗
の
経
文
、
般
若
心
経
に
、

「
色
不
異
空　

空
不
異
色　

色
即

　本年の確定申告相談会は、新型コロナウイルス感染拡大
防止を講じて、高知地区の３日間に縮小することとなりま
した。四国労働金庫の各支店では開催いたしませんが、高知
地区へのご予約を受付いたしますので、ご理解のほどよろ
しくお願いいたします。

◆ 2020年中（2020年1月1日 ～2020年12月31日）に
退職金を受け取った方。

◆ 年金受給者及び医療費控除を受ける方。
◆ 住宅取得控除・譲渡所得・事業所得・株式等の配当
控除についての申告は受け付けておりません。

2020
年度

確
定
申
告
無
料
相
談
会

確
定
申
告
無
料
相
談
会

2021年
1月12日（火）～１月15日（金）まで

予約
受付期間
予約

受付期間

受付時間　9：00～17：00

高知県労働者福祉協議会
☎ 088ー824ー3583
☎ 088ー824ー5533

予約
申し込み先
予約

申し込み先

対象となる方

会　　場：高知会館　３F　飛鳥の間
募集定員：48名（各日とも）

日程と定員
高知会場
　2021年2月2日（火）～4日（木）
　9時 ～ 16時

高知会場
　2021年2月2日（火）～4日（木）
　9時 ～ 16時

お間違え
ないよう
にお願い
し ま す

● 完全予約制です。予約時間より早く来られた際は、入場制限を設ける場合が
ありますので、ご了承ください。

● 赤外線体温計（非接触型）で検温し、体温が37.5℃以上の方、平熱より1℃
以上高い場合は、相談会の参加をご遠慮ください。

● 当日は、マスクの着用をお願いします。マスクをしていない方は、入室できま
せん。（マスクについては、各自でご持参ください。）

● 入口に置いているアルコール消毒液で、消毒のご協力をお願いします。

● 定期的に窓を開閉し、換気をします。　● 席の間隔を広くとり、密接を防ぎます。
● アクリル板を設置し、飛沫感染を防ぎます。

参加される皆様へ　新型コロナウイルス感染予防対策へのご協力をお願いします

会場の対策について

　　　です。必ず事前に電話での予約をお願いします。予約制予約制

受付時の
対 応 に
つ い て「第19回囲碁将棋大会」の中止について

連合高知からのお知らせ

　年始の恒例行事として予定していた「囲碁将棋大会」に
ついては、残念ながら中止せざるを得ないと判断いたしました。
　今後も皆さまとともに「コロナウイルス感染症の拡大を
防ぎ、命を守るとともに、コロナ禍において暮らしを守る」
ために全力を上げたいと決意しているところです。

　年始の恒例行事として予定していた「囲碁将棋大会」に
ついては、残念ながら中止せざるを得ないと判断いたしました。
　今後も皆さまとともに「コロナウイルス感染症の拡大を
防ぎ、命を守るとともに、コロナ禍において暮らしを守る」
ために全力を上げたいと決意しているところです。

特
別

寄
稿

徒
然
な
る
ま
ま
に

弘
田
和
幸

徒
然
な
る
ま
ま
に

弘
田
和
幸

こ
だ
わ
り北

岡
和
生

こ
だ
わ
り北

岡
和
生
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　楽しいこと、悲しい
こと二人で乗り切った
五十年。新婚当時には
こんなことがありました。

　前回は台風十号と公衆電話市内
通話三分打切りにちょっと触れた。今回は『三島事件』に
ついて。
　一九七〇年（昭和四十五年）十一月二十五日、作家三島由
紀夫ら楯の会のメンバー五人が市ヶ谷の自衛隊駐屯地の東部
方面総監部に押し入り立てこもった。三島はベランダに現れ
「すぐに憲法改正に決起せよ」と演説。自衛隊員から激しい
ヤジを受けた。総監室に
戻った三島は割腹、森田
必勝（学生会長）の介錯
で自決し、森田も続いて
自決した。
　この事件は日本社会に
大きな衝撃をもたらした
だけではなく、国外でも
速報ニュースとなり、国
際的な名声を持つ作家の
起こした異例の行動に一
様に驚きを示した。

　楽しいこと、悲しい
こと二人で乗り切った
五十年。新婚当時には
こんなことがありました。

　前回は台風十号と公衆電話市内
通話三分打切りにちょっと触れた。今回は『三島事件』に
ついて。
　一九七〇年（昭和四十五年）十一月二十五日、作家三島由
紀夫ら楯の会のメンバー五人が市ヶ谷の自衛隊駐屯地の東部
方面総監部に押し入り立てこもった。三島はベランダに現れ
「すぐに憲法改正に決起せよ」と演説。自衛隊員から激しい
ヤジを受けた。総監室に
戻った三島は割腹、森田
必勝（学生会長）の介錯
で自決し、森田も続いて
自決した。
　この事件は日本社会に
大きな衝撃をもたらした
だけではなく、国外でも
速報ニュースとなり、国
際的な名声を持つ作家の
起こした異例の行動に一
様に驚きを示した。

金婚さん
いらっしゃい

仮
面
せ
る
戦
争
の
関
係
に
し
て
将

来
は
憂
慮
に
満
て
り
」
と
報
告
さ

れ
た
。
日
本
の
軍
部
は
「
満
州
国

承
認
と
い
う
情
勢
の
一
大
戦
果
が

あ
っ
た
今
日
報
告
書
は
す
で
に
一

個
の
価
値
な
き
レ
ポ
ー
ト
」
と
談

話
で
反
論
し
た
。

　

翌
年
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱

退
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
は

急
速
に
進
み
、
日
華
事
変
・
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た
。

　

米
寿
（
八
十
八
才
）
を
迎
え
ら

れ
た
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
一

九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）。

　

そ
の
年
の
三
月
に
傀
儡
満
洲
国

が
樹
立
さ
れ
た
。
中
国
政
府
の
提

訴
を
受
け
国
際
連
盟
は
リ
ッ
ト
ン

調
査
団
を
派
遣
し
、日
本
、中
国
、

満
洲
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　

十
月
日
本
政
府
に
報
告
書
を
通

達
し
た
。
日
本
の
中
国
主
権
侵
害

と
認
め
「
日
支
両
国
間
の
関
係
は

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）

○マイカー共済
○車両共済
○自賠責共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

●マイカー共済コールセンター
　電　話　０１２０－３０９－０２８
●自賠責共済専用ダイヤル
　電　話　０１２０－３０９－０４８
　受付時間　９：００～１７：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

○情報労連の職場を退職し、退職組合員
　のみに加入された方の各種共済
○まもるくん

電　話　０１２０－１４１－１７５
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く

ユアサポート株式会社

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

10
月　

山　

脇　
　
　

妙 

様

味　

元　

伊　

津 

様

池　
　
　

由　

縁 

様

太　

田　

勝　

義 

様

11
月　

池　

上　
　
　

茂 

様

谷　
　
　

律　

枝 

様

☆
古
希
（
７
件
）

９
月　

橋　

田　

純　

一 

様

下　

村　

庫　

一 

様

10
月　

仙　

頭　

隆　

二 
様

北　

下　

忠　

祝 
様

11
月　

吉　

川　

和　

範 

様

宮　

川　

徳　

光 

様

田　

村　

享　

子 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
７
件
）

９
月　

和　

田　

昌　

寛 
様

10
月　

近　

澤　

晶
二
郎 

様

11
月　

川　

本　

麗　

子 

様

山　

本　

襄　

児 

様

一　

圓　

君　

恵 

様

戸　

梶　
　
　

林 

様

伊
与
田　

小
枝
子 

様

☆
喜
寿
（
10
件
）

９
月　

竹　

村　

一　

夫 

様

藤　

戸　

勇　

輔 

様

平　

松　

壽　

彦 

様

高　

橋　

ヒ
ロ
子 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
３
件
）

（
注
）
２
０
１
８
年
11
月　

西　

本　

泰　

子 

様

８
月　

川　

島　

伊
佐
子 

様

11
月　

田　

岡　

博　

子 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
１
件
）

10
月　

29
万
４
０
０
円

◇
生
命
共
済
（
２
件
）

9
月　
３
０
０
万
円

10
月　
３
０
０
万
円

◇
火
災
共
済
（
０
件
）

お
祝
い

☆
金
婚
（
３
件
）

10
月　

河　

渕　

瑞　

之 

様

11
月　

二　

標　

安　

代 

様

加　

取　
　
　

馨 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
８
件
）

４
月　

田　

村　

幸　

一 

様

９
月　

岩　

崎　

晃　

三 

様

谷　

脇　

郁　

子 

様

大　

川　
　
　

節 

様

10
月　

山　

田　

孝　

彰 

様

久　

保　

正　

江 

様

11
月　

田　

中　

啓　

皓 

様

前　

田　
　
　

直 

様

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
２
０
年
９
月
〜
11
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度

（
２
０
２
０
年
４
月
〜
11
月 　

※

２
０
１
８
年
11
月
含
む
）

死
亡
時
に
事
務
局
へ

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

お
ね
が
い

お
ね
が
い

GoTo
1932

ゴー トゥ

リットン調査団リットン調査団
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る
と
近
場
に
住
む
娘
が
孫
連
れ

里
帰
り
。
疲
れ
も
忘
れ
孫
と
た

わ
む
れ
、
家
内
と
共
に
そ
の
成

長
を
楽
し
み
、
歓
び
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

古
稀
も
過
ぎ
高
知
の
城
下
へ

も
と
ん
と
ご
無
沙
汰
気
味
。
列

車
通
勤
で
い
つ
も
同
席
し
た
可

愛
い
あ
の
子
は
今
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
る
だ
ろ
う
か…
 

。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

巣
ご
も
り
生
活
で

振
り
返
る

黒
岩
　
靖
夫

（
香
南
市
）

　

生
ま
れ
た
時
は
、
一
九
四
一

年
（
昭
和
十
六
年
）
十
二
月
で
、

太
平
洋
戦
争
勃
発
の
時
で
し

た
。
今
の
交
通
戦
争
は
な
く
、

車
が
人
を
轢
く
こ
と
は
な
く
、 

人
が
車
を
引
く
（
リ
ヤ
カ
ー
）

御
城
下
も
ご
無
沙
汰

寺
尾
　
育
使

（
幡
多
郡
三
原
村
）

　

退
職
者
の
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
、 
多
く
の
仲

間
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
の
ご
無
沙
汰
を
お
詫
び
致

し
ま
す
。

　

退
職
後
は
健
康
第
一
で
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
早
や

十
一
年
、
年
号
も
令
和
と
改
ま

る
も
各
地
で
災
害
、 

猛
暑
そ
し

て
厄
介
な
感
染
症
ま
で
、
働
き

方
や
私
達
の
生
活
環
境
ま
で
大

き
く
様
変
わ
り
致
し
ま
し
た
。

　

私
は
十
数
年
前『
感
染
列
島
』

と
い
う
映
画
を
観
ま
し
た
。
日

本
全
土
に
感
染
拡
大
、
打
つ
手

の
な
い
ま
ま
医
療
崩
壊
ヘ
。
ま

さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
と
戦
う
医
療

関
係
者
の
苦
悩
が
実
感
で
き
た

映
画
で
し
た
。
率
直
な
感
想
と

し
て
随
分
現
実
離
れ
し
た
内
容

だ
な
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
今
日
多
く
の
国
で
新
型

コ
ロ
ナ
が
爆
発
的
感
染
、
世
界

中
で
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ

感
染
、医
療
、医
学
の
ス
ぺ
シ
ャ

リ
ス
ト
、
各
省
庁
の
ト
ッ
プ
の

方
々
は
感
染
、
拡
大
の
可
能
性

を
ど
の
程
度
予
測
想
定
さ
れ
て

い
た
も
の
か
一
度
お
聞
き
し
て

み
た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
気
掛
か
り
な
事
に

感
染
症
対
策
や
経
済
再
建
等
で

多
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
状
況
が
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
頃
、
私
達
の
頼
み
の

綱
・
社
会
保
障
の
見
直
し
や
義

務
が
重
く
大
き
く
肩
に
か
か

り
、
格
差
拡
大
へ
と
加
速
す
る

の
で
は
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
積
す
る
諸
課
題
は
若
者
に

お
願
い
す
る
と
し
て
、 

私
の
近

況
報
告
を
少
し
。
終
息
未
定
の

コ
ロ
ナ
感
染
、
悪
友
と
の
さ
さ

や
か
な
国
内
旅
行
も
計
画
倒

れ
。
昨
今
は
、
へ
ボ
将
棋
と
調

子
外
れ
の
カ
ラ
オ
ケ
が
日
課
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
の

よ
う
に
鼻
歌
交
じ
り
で
帰
宅
す

時
代
で
し
た
。
当
時
の
日
本
社

会
は
、「
贅
沢
は
敵
だ
」「
水
と

安
全
は
タ
ダ
」
の
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
は
そ
れ
に
チ
ョ
ッ
ト
付
け

加
え
て
「
贅
沢
は（
素
）敵
だ
」

「
水
と
安
全
も
お
金
で
買
う
」

時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
高
校
卒
業
し
電
電
公

社
に
就
職
し
た
の
が
一
九
六
〇

年
（
昭
和
三
十
五
年
）
の
「
六

十
年
安
保
闘
争
」
や
「
勤
務
評

定
反
対
闘
争
」
の
真
っ
只
中
で

し
た
。

　

就
職
後
、
高
知
短
大
で
年
の

違
っ
た
同
級
生
と
の
夜
問
学
生

生
活
も
し
ま
し
た
。
退
職
し
た

の
が
二
〇
〇
三
年
三
月
三
十
一

日
。イ
ラ
ク
戦
争
で
し
た
。何
か

節
目
節
目
が
波
乱
万
丈
で
し
た
。

　

電
電
公
社
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
そ

し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
四
十
三

年
間
の
会
社
人
間
と
し
て
会
社

か
ら
離
れ
て
み
る
と
「
客
側
に

す
わ
っ
て
み
た
い　

定
年
後
」

「
お
客
様　

神
様
な
の
に　

な

ぜ
怒
る
」
と
い
う
社
内
川
柳
も

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

赤
岡
・
高
知
・
松
山
・
嶺
北
杉
・

松
山
・
徳
島
・
松
山
・
佐
川
・

高
知
・
松
山
・
土
佐
・
高
知
そ

し
て
ド
コ
モ
高
知
支
店
を
大
過

な
く
無
事
卒
業
で
き
た
の
も
、

家
族
全
員
の
協
力
の
賜
物
で
あ

り
ま
す
。

　

土
佐
で
生
ま
れ
土
佐
で
育
っ

た
の
で
イ
ゴ
ッ
ソ
ウ
精
神
旺
盛

で
、
酒
（
自
白
剤
）
を
飲
む
と

自
分
の
生
き
ざ
ま
を
言
い
た
い

「
お
ら
が
・
わ
し
が
」
の
世
界

に
浸
り
ま
し
た
。
翌
日
は
二
日

酔
い
で
頭
は
ガ
ン
ガ
ン
・
物
忘

れ
、自
己
嫌
悪
の
か
た
ま
り「
冷

や
汗
一
升
」
か
き
ま
し
た
。
私

の
人
生
は
波
打
ち
際
を
歩
い
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
振
り
返

る
と
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

人
生
の
節
目
節
目
に
出
会
っ
た

「
人
世
の
師
」
が
私
の
大
き
な

財
産
で
あ
り
ま
す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
「
一
日
に
号

砲
一
発　

太
い
の
を
一
本
」 

努

力
し
た
い
。

　
「
コ
と
ロ
と
ナ
、
漢
字
に
す

れ
ば
君
と
な
り
」
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝

える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

誌面で伝
える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

「 コ ロ ナ の 功 罪 」
　春の発生以来、これ程コロナウィルスの猛威が続くとは恐
らく誰も想定していなかっただろう。人間だけ特別だと思い
あがって来た人類に対して、神が与えた罰だとも思ったりす
るが。
　さすがに世界各国の為政者達もコロナを利用して、政権や
権力の維持が無理なことはトランプ大統領の言動で納得せざ
るを得ないだろう。
　幸い、ワクチンの開発、使用の目途が立ちつつある中で今
こそ世界が協力し、国の枠、人種問題等を超え助け合うこと
が、コロナを克服する唯一の道だといえよう。
　生活態様の変化は、家庭内にも影響が大きく「夫婦仲がよ
くなった。」「いや悪くなった。」「子どもへの対応が大変」…。
　いずれにしても家族、仕事、共助、相手を思いやる気持ち。
今までの自分の考えを改めて問い直す機会にできればと思う。

〈四万十市　松岡勝喜〉

「少しだけ自分に厳しく」
　最近、特に足の衰えが気になっている。立ち上がる時、坐
る時は、いつも何かに摑まって、「ヨイショ」のかけ声付き。
毎年の目標も、いつも計画倒れになってしまう。
　だが、この年になると、もう後が無い。今年は「ヨイショ」
を減らせるように、少しだけ自分に厳しく、頑張ってみたい。
　コロナに負けず、歩け歩けと…　　　　 〈嶺北　杉本永恵〉

「高齢者講習受講」
　七十歳となり運転免許更新が近づき、初めて高齢者講習を
受講した。
　普段運転等に関しては自信があるつもりだったが、最初は
何をやるのか分からないため多少の緊張をしながら、動体視
力、視野、夜間視力を測定してみると、考えているより加齢
による視覚機能の低下が起こっていることが分かった。これ
により、危険の回避や操作が遅れ、大きな事故につながる可
能性もあるので、注意が必要だ。
　教習車で実際運転してみて、運転技術の低下は無いようだ
が、今まで自分は大丈夫と思っていた事を反省し、今後は高
齢者らしい運転を心がけていきたい。　〈南国市　田所秀二〉

　二〇二〇年六月十二日南岩男さんが八十五歳、九月三日七十三歳の若さで岩崎晃三さ
んが、相次いで亡くなられた。
　お二人は高知分会・搬送分会の分会長として組合運動の指導者でした。スト権もみと
められない中、労働者の権利を守る闘いであったと思います。
　人生とは、はかないもの。生者必滅とは言え万感胸にせまる思いがします。
　岩崎さんはＮＴＴ退職者の会の常任幹事として会計を私と二人で担当、又編集委員会
メンバーとして行動を共にしていた一歳年上の兄貴的存在でした。
　趣味の将棋・釣りも私と良く似ていることもあり、その昔、情報労連将棋大会に岩崎
さんの誘いで申し込み、予選を勝ち抜き二人揃って高知代表として出場したこと。よく
船釣りにでかけ、操船は私、釣り場を決め錨を降ろすのは岩崎漁労長といいコンビでし
た。また選挙活動の個別訪問の際、尾行されている事に気づき関係書類を隠し、二人で
反対に尾行したことなど懐かしく思い出されます。最後に連絡を取ったのが亡くなる四
日前。少し元気がないなと感じ取れましたが、こんなに早く亡くなるとは思いもよらな
いことでした。
　二人を思い返せば春闘ともなればビラ貼り、時間外拒否、団体交渉、決起集会など赤
い組合旗、赤い腕章をはめた組合員の先頭にたつ凛々しい指導者でした。
　当時の指導者からは労働者らしく誇りをもって働き続けられる職場を作るには、権利
意識を持ち自らが動くことだと学んだものです。
　私たちの時代は安全をどう作り守るか、今は安心して働ける職場環境の実現と時代は
変動をしていますが、基本的な労働組合のあり方は変わるものではないし、あなた方に
続く指導者も生まれることと思います。
　南さんの葬儀はコロナ関係で家族葬でしたが、岩崎さんには葬儀の場でお別れをつげ
たのですが、組合事務所に「関ちゃんおはよう」と入ってくる思いがして、今だ心の整
理がついていません。
　最後に逸話には事欠かないお二人です。話題の中心人物としてこれからも機会あるご
と語られることでしょう。
　南（なん）さん・岩さん安らかな眠りにつかれますよう、心よりお祈り申し上げます。

〈副会長　関田啓二〉

喜 哀怒 楽 第46回

亡き南さん・岩崎さんを偲ぶ

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄
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